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東
背
骨
中
総
抽
出
一
注
総
合
問
附
溌
獄
中

持
叶
臨
ん
口
は
、
玄
同
月
一
一
日
H

に
鈴
践

し
、
工
品
同
月
十
六
設
か
ザ
品
約
十
叫
吋
か

ら
州
間
前
市
役
所
に
お
い
て
、
発
足

後
初
の
総
合
鴨
例
会
仇
軍
隊
き
、
組

合
的
役
潟
、
総
災
保
、
間
昭
和
利
一
一
一

十
蕊
年
際
競
入
品
続
出
予
算
な
け
と

や
可
決
ゐ
て
、
こ
こ
に
道
路
淡
抑
制

共
四
円
終
遂
の
第
一
必
校
総
似
し

ま
し
た
。

五
月
二
日

ぅ，

'-

務を関拾した日鋳株

か
ら
発
足

品
抽
附
阿
倍
陪
〈
柏
市
幼
役
〉

品称

γ

広
〈
浪
曲
附
村
山
明
判
以
〉

(
喜
朗
窓
口
淡
約
で
は
、
「
中
市
防

H

判
長
の
う
お
か
ら
管
制
拙
者
、

制
約
険
制
時
索
令
澄
び
市
町
村
長

いか

ww判
明
者
溺
管
理
本
告
に
な
っ

た
と
き
は
そ
の
諮
問
料
刊
は
災
以

後
合
議
員
で
な
く
な
り
一
、
後

任
と
し
て
そ
の
市
問
絞
め
納
期

授
が
絞
令
淡
ぬ
と
な
る
い

と
裁
定
さ
れ
て
い
る
0

0
織
的
胤
の
内
訳
zい
忠

ω品
朴
ぷ
(
抑
制
あ
付
添
役
)

ぬ
情
的
ム
口
丸
町
一
(
沼
議
問
地
誠
〉

品W
沼
市
叩
芳
夫
〈
流
山
山
知
町
長
〉

品
山
水
代
怒
苛
〈
流
山
ω
竪
統
〉

吊
四
品
仏
杭
間
後
ハ
的
中
市
助
問
問
〉

日
間
同
紙
本
，
ニ
耐
即
〈
糾
刺
市
議
〉

伶
〉
仲
凸
本
一
兆
二
〈
級
制
知
子
町
長
)

出V
出
。
凶
行
…
れ
や
〈
(
設
相
押
子
町
議
)

内W
絞
殺
委
員
の
選
任
問
問
怠

中
村
一
夫
〈
我
孫
子
肺
門
淡
)

富
市
叩
芳
夫
〈
流
山
開
駒
内
ぷ
〉

。
収
入
役
の
浴
任
問
際

品
五
汁
一
戸
別
払
ハ
的
中
間
収
入
役
〉

1
叫
組
合
綴
条
例
の
制
定
(
凶
器
ポ

計吋比仇〉
A

以
念
式
条
例

2
防
総
例
会
の
日
間
殺
を
定
め
る
条

例
(
年
間
口
四
回
)

3
事
務
局
設
鐙
条
約

益
段
員
定
数
祭
州
問

事
政
防
衛
崎
什
防
総
間
以
一
名

波

紋

チ

一

名

愉
減
税
間
前
常
務
総
員
四
名

〈b
背
後
初
品
刊
か
ら
…
名
)

合

計

六

名

5
機
長
の
勤
務
時
間
樹
祭
H
h

附附す

る
条
例

5
駄
目
員
の
身
分
篠
山
九
泌
す
る
条

叫問
7
除機絞め川抑制
μ

牲
に
関
す
る
条
掛
向

。
。
絞
殺
、
報
酬
酬
に
関
す
る
条
隙
間

9
例
制
波
及
び
営
造
物
主
常
例

j兵

柏

市

長

川
四
時
財
産
及
び
又
事
情
胤
ぴ
M
L

物件付

労
力
生
す
の
判
官
約
に
燃
す
る
b
pん

船出
r

〈一一駄〉
5
-
5
・
7
の
一
部
、
刊
仰

の
々
門
縁
側
mJは
、
柏
市
の
そ
れ

ぞ
れ
の
条
然
を
懲
罰
す
る
0

0
昭
和
三
十
五
年
府
民
役
入
総
則

予
算
の
議
甲
山

〈
予
算
総
悩
州
大
関
入

X
m門V

O
問
問
和
利
一
ニ
十
笈
年
前
胤
一
時
借
入

152 

金
に
つ
い
て

借
入
念
頭
夜
叉
m
円
以
内
、
除
問

入
利
率
お
か
一
一
一
終
日
以
内
、
批
白

人
昨
均
千
叩
惜
別
問
胤
出
刊
品
誠
司
獄
後
間
関

。
桝
射
殺
め
議
得
及
び
契
約

ふ
名
一
一
一
笈
M
G
渡

9
或
そ

ー
タ
ー
グ
レ

l
〆
i

O
時
間
入
相
額
五
夜
方
向

購
入
先
絞
開
関
東
ふ
号
フ
自

鮎
料
引
機
数
式
会
後

以
ょ
の
よ
う
に
、
事
務
相
正
一
合

の
品
開
協
と
も
な
る
へ
き
議
案
件
庁

舎
L

淡
め
て
、
こ
こ
に
続
発
良
い

た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
総
会
の
出
即
効
力
で
あ
る
そ
!

タ
1
グ
レ
ー
ダ
が
気
汚
一
一
十
日

本
町
に
お
悶
同
時
対
え
し
て
、
い
よ

い
よ
六
月
か
ら
滋
幾
に
入
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

偶
蹄
酬
に
中
村
一
夫
議
員
選
ば
る

協
抑
制
問
問
問
機
的
防
議
会
は
、
去

る
笈
尚
月
十
二
日
午
前
九
時
か
ら

会
則
合
設
で
開
時
か
れ
、
続
開
閉
ウ
ナ

附
門
知
仰
也
申
告
副
題
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
案
な
綴
案
ど
お
む
可
決

し
、
さ
ら
に
夜
潟
市
叩
約
憾
区
制
仙

台
期
間
品
知
事
務
総
令
淡
会
一
磯
良
の

澄
奈
佐
行
い
、
中
村
一
夫
議
員

愛
情
殿
山
似
し
て
開
閉
会
し
ま
し
た
。

後
宵
郁
子
町
都
市
計
図
黍

員
会
条
期
間
の
一
部
改
正

我
孫
子
湾
務
市
計
測
淡
険
会

は
、
我
孫
子
附
刊
を
作
品
化
都
市
と

す
る
た
め
の
い
悦
久
的
則
的
W
A
n
-
計
画

安
側
聞
で
そ
の
溌
艇
に
寄
与
し
、

耐
町
長
の
織
問
に
廿
合
え
る
必
妥
な

W

静
穏
な
滋
議
潟
査
す
る
こ
と
を

際
的
と
し
て
設
置
さ
れ
れ
~
も
の

守
す
が
、
従
来
の
条
例
で
は
、

山
品
開
閉
拘
ず
る
絞
め
防
災
、
助
役
が

諮
問
さ
れ
る
側
械
の
後
絞
殺
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
あ
り

方
凶
仙
波
丸
で
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
人
ザ
削
間
次
の
よ
う
に
後
}
止
し

ま
し
た
。

m
W
4夜
間
災
会
は
、
町
議
会
線
終
双

名
、
淡
掛
川
議
長
岡
悶
名
、
学
総
押
職

務
者
間
名
の
十
一
一
万
世
の
鳴
抗
日
祭
、

J

滅
的
関
し
、
委
員
は
防
災
以
伊
都
紫
綬

す
る
こ
と
と
し
た
。

@
委
員
会
の
会
双
山
川
、
時
針
悶
日
の

互
選
に
よ
h

ワ
依
財
閥
災
の
な
か
か
ら

湖
底
ぶ
こ
と
・
と
し
た
。

〈
州
枇
官
戒
は
、
附
叫
M
M
M

が
会
長
と
な

り
、
務
員
は
、
埼
議
会
議
開
周
波

名
、
山
議
議
委
員
間
名
、
ぬ
小
側
線
開
校

験
者
五
名
、
助
役
の
い
;
災
各
を

会
長
け
か
姿
開
明
十
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
〉

策
緩
や
蛸
附
偽
摺
区
総
会
開
発

滋
務
総
会
務
会
瑞
諮
問
員
選
挙

筋
一
一
一
約
一
隊
出
吋
湾
当
議
会
一
日
で
紬
蹴
出
附

し
た
策
判
崎
中
部
地
区
一
給
料
公
桝
開
発

遊
牧
州
知
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
は

玄
晃
一
命
日
付
金
も
コ
て
、
ザ
ナ
一
茶

揖市村州事
mw
肌
慌
た
約
一
叫
が
お
ち
ま

し
た
の
で
、
世
帯
叶
閣
制
組
合
規
約
に

基
い
て
、
付
統
会
選
出
の
組
合
議

以
嚇
階
級
ナ
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ

中
村
一
夫
議
長
が
万
照
明
一
絞
殺

も
っ
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。



様良乳児の表彰

所

一

旦

戸

子

纂

子

綾

子

品

開

綾

子

一

戸

手

一

円

子

野

手

柑

都

千

戸

戸

一

山

奥

孫

H

孫

H

孫

M

M

W

悌

n

博開

H

孫

博

開

H

孫

ケ

一

生

中

舟

我

小

我

布

我

-m
十

需

品

料

相

紙

袋

線

袋

線

我

小

我

下

山

対

拘

時

中

ゐ

一

一

夫

寿

武

一

ニ

彦

雄

一

盛

郊

久

市

寿

男

一

之

一

一

捻

夫

守

央

労

之

治

総

し

一

父

ト

充

芯

一

緩

送

設

健

…

英

政

弘

正

曲

拘

禁

登

墓

古

茶

話

線

家

芳

随

一

国

持

続

修

済

政

茂

葉

忠

友

愛

一

品

京

総

U

夜
中
〈
雄
成
一
千
滋
子
一
金
子
雪
子
出
関
之
信
之
子
居
眠
郊
樹
明
之
夫
絵
守
志
音
曲
中
大

け
一
…
威
信
洲
町
払
寂
曜
市
消
印
税
偶
蹄
出
品
位
議
敦
霊
平
央
政
裕
平
皇
太
冬
哲
秀
宗
千
貴
幸
義

ベ

…

れ

ハ

後

八

健

山
内
…
問
機
下

m
m
m
人
浅
井
本
弁
笈
間
同
本
出
向
烏
労
弁
口
招
名
問
団
地
野
後
口
付
一
一
曇
本
山
間

安

…

お

絡

協

大

数

安

τ制
緩
永

vmm
援
常
日
成
一
筑
波
容
吋
森
数
守
間
口
問
菊
染
向
民
中
日
松
越

燃
T

N

H

N

H

時帰守

μ

M

M

M

汐

H

生
守

U

M

M

M

H

H

H

H

H

H

H

N

n

n

w

w

t
A

伶

ゐ

勾

。
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日
本
ヨ
ッ
ト
協
会
山
林
、

ロ
ー
マ
で
開
聞
か
れ
る
オ
ヨ
γ
ピ

ッ
ク
大
会
に
汲
漆
さ
れ
る
六
渓

乎
の
氏
名
を
発
表
い
た
し
ま
し

行
一
た
が
も
ブ
イ
y
絞
に
ム
牛
肉
マ
持
拡

発
一
初
の
穂
積
八
期
間
接
さ
ん
ハ
我
税
関

日
一
子
町
我
孫
子
二
五
六
八
一
夜
総
・

一
一
一
二
十
一
一
一
才
)
が
代
表
選
手
片
福

6
一
わ
っ
て
お
h

り
ま
す
。

年
一
穂
積
さ
ん
は
、
東
京
大
学
を

お
古
都
議
し
、
蕊
在
N
H
R
w
h
に
数
務

山
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
人
目
立
円
日

l
一
の
山
例
発
安
誌
に
火
一
後
初
号
明
、
す

…
引
相
逮
防
災
と
い
た
し
ま
し
て

〉
一
も
、
こ
の
か
恒
後
あ
る
蹴
時
か
し
い

ω一
山
阿
部
湖
、
校
総
し
、
心
か
ら
世
凶
器
棋
を

お
く
り
た
い
と
添
い
ま
ナ
。

錦
繍
の
役
柄
鳴
時
抗
蹴
胤
m
w

三
本
年
も
十
閥
均
入
防
関
投
開
問
綴

宍
幻
滅
泌
総
宅
後
一
川
政
叫
財
務
が
満
開

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
の
建
設
一
戸
数
は
、
一
一
十

八
一
戸
で
、
第
一
極
性
市
十
八
一
円

〈
十
坪
五
合
)
、
第
…
一
積
一
住
宅

十
一
戸
(
八
坪
五
合
)
と
な
っ
て

お
号
、
時
既
設
予
定
織
は
我
孫
子

の
務
院
と
い
う
と
こ
ろ
明
、
、
品
開

さ
ま
の
件
関
み
よ
い
井
明
哨
怖
が
後
時
脱

さ
れ
る
こ
と
明
、
し
よ
う
。

あ
な
た
の
事
業
所
を
訪
問
す
る

調
査
員
に
と
協
力
く
だ
さ
い

六
月
…
口
H

淵
明
夜
な

も
っ
て
凝
議
所
お
よ

び
術
数
州
統
計
約
淡
が

災
泌
さ
れ
ま
す
。

前
噺
愉
悦
…
際
的
制
剤
約
ゆ
燃

は
、
人
々
が
陥
闘
い

て
い
る
す
べ
て
の
家

議
所
設
対
象
と
し
、

そ
の
状
況
を
会
磁
に

わ
た
り
淡
殺
し
、
わ

が
日
出
の
出
品
器
問
滋
淡
の

あ
り
さ
ま
や
車
時
議
持
出

動
体
の
治
波
な
ど
を
開
明
ら
か
に

し
、
中
央
や
地
方
の
怒
済
絡
暗
黒

に
役
立
て
る
こ
と
を
再
開
品
開
と
し

た
謁
変
で
あ
れ
ツ
ま
す
。

商
業
務
詐
調
査
は
、
潔
都
荒
材
部

門
の
築
終
的
潮
間
交
で
あ
号
、
京
開

業
余
般
の
ん
滋
(
他
府
ω

を
知
的
制
撤
し
て
、

溺
切
な
務
災
被
緩
恥
宮
家
て
る
こ

と
な
問
問
品
開
と
し
た
も
の
で
あ
り

支
す
。帥州
市
然
然
、
ふ
府
公
端
機
、
沼
崎
脱
出
附

糾臥ゆ
A
W
域
な
ど
な
そ
の
部
将
棋
訴
と
し

湖
制
緩
滋
収
、
?
山
、
凶
作
会
一
一
掛
慨
に

分
か
れ
、
域
協
休
日
総
人
泌
総
と
静
的

問
品
百
楠
脚
本
鳴
没
後
織
し
て
い
る
側
例

入
総
畿
の
潟
市
出
守
、
乙
は
然
倒
m

労
鈴
殺
を
附
税
関
m
し
て
い
な
い
綴

人
総
出
閥
、
制
日
時
貼
品
供
品
民
腐
と
な
っ

て
い
ま
す
。

議
室
の
お
も
な
内
容
は
、
従

業
者
数
、
駅
間
中
党
側
問
、
官
関
口
削
販
売

幅
制
の
絞
務
先
郎
副
割
合
、
仕
入
れ

先
制
抑
制
割
合
、
販
売
時
間
別
刷
割
合
、

夜
長
手
持
額
等
で
あ
れ
ジ
ま
す
。

以
上
の
鐙
旨
を
ど
理
凝
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
詞
交
回
民
が
全
事

帯
魚
一
段
を
務
際
、
調
査
に
ま
い
り

ま
す
の
で
何
分
の
ど
協
力
を
お

蹴
闘
い
い
た
し
ま
す
G

の
増
築
に
は
融
公
賭
貸
付
を

往

ツ弾
丸ω

住
宅
金
設
会
附
仰
で
は
、
級
品
相

次
ふ
る
十
五
年
帯
皿
機
械
別
協
は
ふ
胤
め
楠
胤
帥
円

を
、
次
の
姿
線
引
に
内
紙
付
い
た
し

ま
す
か
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
e

申
込
受
付
出
期
間
同

昭
和
三
十
五
年
限
月
一
一
十
七

良
か
ら
昭
和
相
一
一
一
十
双
年
℃
月
十

玄
白
ま
で
。

も
よ
れ
ツ
受
付
悠
一
的

チ
材
先
銀
行
約
支
底

チ
間
窯
制
相
互
銀
行
柏
支
底

一一t
m
茶
畑
相
万
一
銀
行
松
一
叫
に
又
応

梯
持
品
刊
条
件

紛
糾
捌
資
制
制
緩
湾
総
は
、
七
平
万

メ
ー
ト
ル
以
と
6

・
卜
平
方
メ
!

ト
ル
中
京
総
ハ
約
一
一
昨

i
九叩什〉

仇
W

梯
胤
叫
刊
脳
附
榔
胤
抑
制
は
、
時
時
憎
哨
波
紋

燃
の
む
制
柄
、
同
似
断
似
品
性
同
問
機
油
開
絞

殺
の
一
一
一
州
制
派
分
州
制
対
側
附

@
増
築
、
後
の
倹
叩
唱
の
師
附
加
開
制
悩
は

一
一
戸
カ
り
一
一
一
ふ
lwγ
ガ
メ
マ
ト
ル

以
上
百
一
一
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
(
約
九
坪
}
三
十
六
仰
げ
〉
や

た
だ
し
、
公
戚
の
融
資
ん
は
前
唱
に

増
築
す
る
場
合
は
、
公
正
契
約

締
結
の
日
か
ら
一
年
以
と
を
緩

過
し
、
増
築
の
白
山
持
久
坪
数
が
前

関
の
断
岡
山
見
坪
数
と
合
せ
て
六
十

七
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
二
十
坪
〉

Zン丈あ

ハ
エ
・
蚊
安
撲
滅
し
て

仲
間
み
よ
い
生
活
を
/

W
A
の
お
も
な
い
紋
泌
総
然
分
お

マ
あ
る
ハ
品
・
絞
殺
な
く
し
ず
、

切
る
く
校
み
よ
い
附
門
会
作
る
た

め
、
ニ
州
側
悶
同
め
漆
剣
一
総
務
会
刊
行

い
ま
す
か
ら
、
淡
さ
ま
が
た
の

ご
協
力
を
お
議
い
し
ま
ナ
。

臼

待

。
我
孫
子
治
隠

6
月

I
R
1
4
号
お
録

。
湖
北
地
区

8
丹
幻
自
1
7
月
2
H
H

O
布
佐
池
一
弘

7
E
υ
5
口}、ム

7
R月
初

日

付

品W
制
刊
耐
ゅ
は
、
年
叩
成
分
市
一
一
緩
む

の
償
却
瑚
方
沖
附
は
、
…
刈
食
品
内
航

跳
ね
慨
に
月
総
い
と
し
、
翁
ベ
拐
の

附
間
嶋
閥
均
叩
判
ふ
就
が
お
お
じ
わ
}
カ

月
三
尚
子
山
門
前
後
に
'
な
る
よ
う
線

開
を
ふ
い
深
め
る
。

部
品
叫
刊
を
受
け
ら
れ
る
者
の
条
件

本
人
ま
た
は
本
人
の
父
母
、

取
乱
部
門
者
、
子
の
一
次
有
す
る
師
同
存

住
宅
に
向
同
ら
緩
往
す
る
た
め
、

陥
噛
築
安
必
察
と
す
る
も
、
公
障

か
ら
扮
揖
糾
利
投
球
交
げ
な
け
れ
ば
喰

後
明
、
き
な
い
殺
で
、
巾
治
初
め
時
胤

嚇
機
関
内
蛸
酬
の
穴
熊
以
上
m
w
u
片的状あ

務
総
同
体
、
も
よ
れ
ツ
mw

滅
議
録

μ
げ
で
お
務
ね
に
な
っ
て
く
だ
者

、eA
U

}
V
 

誌
の
羽
根
募
金
、
畏
撰
額
奇
突
破

募
金
額
は
密
二
、
一

〈
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
全
国
初
の
ζ

こ
ろ
み
と
し
て
実
施
し
ま
し
た

つ
抑
燃
の
羽
終
募
金
摘
せ
ん
L

は

五
月
十
回
μ
夜
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
宛
索
い
た
し
て
お

き
玄
す
か
ら
、
山
斗
議
さ
れ
ま
し

た
か
た
は
、
六
月
八
悶
ま
マ
に

品
協
新
斜
線
に
お
附
腕
け
〈
だ
怠
い
0
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1
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殿

山

山

鰍

描

∞

∞

∞

∞

ω
問

問

山

芯

市

七

〉

〉

〉

ッ

銀

総

如

組

組

組

半

∞

∞

正

室

釜

怒

セ

門

出

7
日山川品

2

筆

げ

弘

一

夜

支

出

包

ん

と

と

と

と

と

鉛

弘

M
M

五

宗

家

安

モ

オ

組

組

側

組

組

組

化

凶

日

裳

h
F
8
後

終

タ

比

四

m
m
8
U
抑
制
∞
∞

盤

軍

強

帯

情

帝

世

帯

等

料
何

1

2

3

4

例
年
、
県
下
に
お
い
て
笈
秀

な
成
績
を
お
さ
め
て
い
る
「
縁

の
m
制
緩
募
金
」
法
、
本
版
十
も
間
同

…総額二一開問、

cccmnyL対
し

務
ゑ
棚
網
開
悶
久
、
一
一
一
添
削
れ
と
や
〈

闘
に
災
後
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ぷ
ム
説
明
段
級
に
ど
総
力
投

め
附
川
氏
名
絞
め
開
問
持
問
と
し
て
機
内

泌総悲喜38&1

5ま設号07455

29滋 ぬ容器事長

時
綿
織
方
後

。
余
波
擦
も
れ
な
く
刊
行
わ
な
い

と
品
別
柄
米
が
あ
り
ま
吠
ん
か
ら

会
尉
吋
で
牧
い
に
行
い
ま
す
。

。
ハ
Z

a

絞
め
発
生
活
州
在
ふ
事
ヘ

す
こ
と
を
十
九
回
附
宝
と
す
る
た
め

同
淀
川
汗
〈
終
に
J

て
ミ
溜
・
叫
弔
問

十
科
会
・
議
等
)
数
十
巾
を
よ
頂
点

に
し
ま
す
。

む
屋
市
門
に
は
ネ
オ
グ
レ
ホ
ス
油

一
五
円

剤
、
問
牒
外
に
は

B
M
C制抑制則

投
州
側
術
し
ま
寸
。

制
什
ム
淑

内
w
一
散
機
内
ベ
り
一
一
ナ
問
。

。ム
p
m
闘
の
然
削
機
街
は
一
絞
殺

平
均
附
悶
十
wm
か
か
り
ま
す
が

米
側
側
を
附
町
で
両
院
制
刊
し
ま
す
0

0
料
金
は
、
議
区
〈
淡
)
一
山
政
さ

ん
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

阻
醐
チ
フ
ス
・
パ
ラ
チ
フ

ス
の
予
防
接
穏
を
受
け

ま
し
ょ
う

間
勝
チ
ブ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
予

防
機
僚
を
次
の
契
機
で
行
い
ま

す
か
ら
、
時
附
世
刈
串
制
は
、
指
削
れ
な
く

も
よ
り
の
務
所
で
受
け
て
く
だ

泳、ぃ。

。怜州市刈胤骨

ー
筋
一
期

l
飽
和
利
一
一
…
十
一
年
}

月
一
日
か
ら
断
川
和
小
十
一
一
良
一
一
一

十
一
日
ま
で
に
止
ふ
れ
た
表
G

2
第
一
期
以
外

i
第
一
期
制
を
発

了
し
た
容
で
六
+
才
ま
で
の

者。

。
実
施
日
稜
刻
表
の
と
お

8

0
実
施
待
問
問

i
毎
問
問
と
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
吋
ま
で

。
料
金
ー
一
名
一
僚
に
つ
き
ト

即
日
0

0
附出掛槻問問料相

1
第
一
同
織
の
か
た

は
ぷ
問
問
、
そ
の
抽
出
め
か
た
は

…問問。

。
そ
の
他
|
ム
ハ
オ
ゆ
京
地
柄
の
か
た

は
、
胤
附
子
学
的
慌
を
お
体
内
み
ゆ
く

だ
さ
い
。

人 口

〈緩和35f手5illlヨを提言1:)

努 J3， 327人

fr.・ J3， 88 Z人
音;17， 209人

絞殺数 5， 54皐

153 



〉・
乞切び通う

再
出
家
畜
附
掛
川
品
官
学
ム
討
に
作
冊
減
閣
制
問
明

か
ら
途
ざ
け
、
そ
の
後
に
品
問
時
附

を
実
検
織
す
る
こ
と
。

の
い
つ
も
国
間
ふ
か
ら
及
下
に
内
向

っ
て
楠
側
海
ナ
る
ζ

と。

。
肉
じ
人
が
川
引
州
統
き
長
崎
吋
附
附

(
一
円
口
滋
問
問

1
一
女
疎
開
が
問
問
皮
)

徽
お
作
業
v
h
後
纂
し
な
い
と
と

内
削
除
作
総
ゅ
は
爵
安
乙
ナ
っ
た
ち

緩
や
ロ
に
窓
わ
ら
な
い
こ
と
守

的M
作
惜
慨
を
や
め
て
タ
バ
コ
を
す

っ
た
ち
飲
食
す
る
と
き
は
、
必

ず
ポ
ケ
ッ
ト
の
ゅ
の
石
料
闘
で
ザ
ヂ

や
顔
な
よ
く
洗
い
、
食
脚
嶋
本
で

う
が
い
を
し
て
か
ら
後
に
し
て

く
だ
さ
い
。

作
業
中
の
く
わ
え
タ
パ
コ
、

飲
食
は
終
に
危
険
で
す
か
ら
注

慾
し
て
く
だ
さ
い
。

。
胎
げ
婚
鮮
が
す
ん
だ
ら
、
一
一
刻
も

尽
く
念
品
珂
札
智
光
分
に
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。

内
凶
作
業
次
は
、
毎
日
石
燃
柄
、
洗

減
ず
る
こ
と
。

。
器
開
布
w
h
従
事
し
た
日
付
は
、
欽

総
統
禁
の
こ
と
。

。
附
悦
問
問
持
関
の
笠
ど

y
、
tr悦
袋
は

馳捕地帯岳民
W
L

組
側
時
献
し
、
品
料
き
ず
で

る
か
泌
総
水
で
淡
っ
て
、
品
地
下

水
を
汚
染
す
る
お
そ
れ
の
な
い

務
所
そ
滋
び
、
品
嶋
下
一
メ

1
ト

〆
以
上
の
ム
ム
mw
中
に
認
め
て
く

だ
さ
い
。

念
使
用
し
た
防
総
出
問
兵
は
、
ん
徒

口
付
よ
く
成
っ
て
お
く
こ
と
。

。
出
掛
布
後
八
日

M
i十
開
問
問
の
閣

に
お
い
て
ル
サ
問
締
役
使
役
す
る
と

き
は
、
牛
閥
均
が
惑
を
喰
ベ
な
い

よ
う
に
ロ
に
γ
ス
ダ
の
よ
う
な

掘
刺
殺
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

。
中
毒
し
た
と
思
わ
れ
る
と
き

は
、
附
若
し
た
部
分
を
手
早
く

石
品
闘
で
池
山
い
中
践
し
、
門
川
か
ら
入

q

た
と
忍
わ
れ
る
と
き
は
、
抑
協

い
闘
機
本
ま
た
は
カ
ラ
シ
水
を
欽

ま
せ
て
、
開
持
m
山
中
に
あ
る
も
の

設
校
舎
出
さ
せ
て
策
絡
に
し
て

速
か
に
総
帥
の
手
当
役
後
け
、

人

事

…

ZAA
…
六
円
口
付
を
も
っ
て
次

約
一
と
お
号
機
燃
の
絞
規
採
用

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

部

落

名 実

我
孫
子
一
区

H

一一区

万
一
一
一
世
悼

H

話料開悶

崎

市

材

開

地

岡

山

下
ケ
…
一
戸

間

開

発

問

務

部

都

務

務

総

悶
開
発
持
続
閉
山

潟

努

山

山

土

務

津

久

寺

家

板

一

戸

中

級
…
一
戸
下

桐
棋
界
都
料
田
山

絞

殺
パ

ヲ

オ

主E 下支斉 s 討中 z争中

路義務 告車線

総本木望号戸殿下旬ヒ

お

縫

合

布

佐

官
叩
絞
下論州側同品部

六
月
一

O
日

六
月
一
一
説

六

兵

一

夜

六
日
月
一
二
日

大
興
対

中
ハ
月
一
五
円
時

六
月
川
附

火
災
五
口
H

六
月
一

O
日開

六
月
六
日

五
月
以
ハ
V
U
H

ハ
R

H

ハ同月一

O
円日

斉
藤
務
二

我
孫
子
町
一
慶
一
花
嫁
開
閉
す
る

，
税
務
総
数
枚
併
を
命
ず
る
あ
き
ら

開
納
期
料
品
ん

我
孫
子
附
川
崎
植
に
採
開
削
す
る

総
務
理
昨
勤
務
ぞ
命
ず
る

六
月
一
…
六
開
制

六
月
一
一

o
a

七
月
八
話

七
月
一
五
円
悶

六
月
一
一
一
日

釘

七
月
服
…
間

六月一一…一一

g

六
純
月
二
七
円
間

六
月
一
一
九
日

ム
ハ
純
比
一
五
詞

六
月
コ
ハ
〉
口
同

六
月
一
七
百
H

六
月
一
五
日

t
j
一六円日

プ

F
一
七
認

可

3
一
九
時
H

7
F
一一

O
悶

六
月
一
窓
口
同

大
口
月
二
五
8

ハバ一一一

O
R

六
月
二
一
ぉ

六月一一一

os

七
月

匂開口一

on持

六
月
二
五
日

七
日
月
叩
注
目
日

六
月
一
一

O
日

〈
災
綾
な
ど
の
制
都
合
で
姿
宵
ん
す
る
符
合
が
る
ち
ま
す
。
〉

…
描
設
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ヘ

滋
令
、
障
害
、
胤
同
γ

ナ間柄叫也年

金
を
受
け
て
い
る
か
た
山
林
、
緩

和
一
一
一
十
五
年
九
月
、
一
一
一
十
六
年

一
月
、
}
主
将
片
の
支
払
聞
を
受
け
る

た
め
に
は
、
N

掛
刊
す
〆
所
得
状
況
印
刷

を
出
向
窓
な
く
て
は
な
ち
ま
せ
ん

ふ
恥
部
仙
の
自
制
械
に
よ
号
受
付
金

い
た
し
ま
す
か
ら
、
も
れ
な
く

復
民
年
金
絞
畿
と
際
鐙
、
強
棋
倒
飢

異
変
恥
神
崎
付
ち
に
な
づ
て
原
を
し

て
く
だ
さ
い
。

JW; 

，.. 
L胡

IK 

日

ぴ

ホ
リ
ド

i
ル
に
よ
る
山
諮
問
虫
関
除

一

γ按
菊
地
域
仕
立
入
り
禁
止
!
汚

水
制
怖
を
宝
育
成
か
ら
ま
も
っ
て

向
帆
出
憾
な
あ
、
げ
る
た
仏
印
、
制
別
申
訟
の

と
お
り
町
内
の
求
問
一
尽
に
わ

た
っ
て
、
ホ
ヲ
ド
ー
ル
端
判
例
激

痛
に
よ
る
山
川
師
会
仲
間
肱
怖
を
災
級
い

た
し
ま

F
。

ホ
H
ド
!
ル
乳
剤
は
、
市
議
官
閣

総
は
も
ち
ろ
ん
人
間
に
も
、
非

常
に
さ
の
あ
る
猛
毒
糾
出
掛
間
約
マ

ナ。
そ
ζ

で
、
ホ
H

フ
ド
ー
ル
割
判
例

燃
や
叩
に
よ
る
祭
給
飢
砕
い
件
防
止
す
る

た
め
、
内
務
市
出
仲
間
除
災
粉
錦
絵
山
棋
に

は
赤
旗
を
ふ
以
て
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
ず
か
ら
、
ホ
砂
怖
腕
が
立
っ

て
い
る
開
聞
は
、
協
組
対
に
と
り
地

域
に
注
入
ら
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
時
間
除
作
業
に
従

事
す
る
か
た
が
た
は
、
次
の
察

機
会
後
守
し
て
く
だ
さ
い
。

。
軌
汁
{
蕊
潟
内
科
液
級
w
L
隠
す
る
松
山

吉
基
〈
陀
謀
総
合
昔
、
申
議

綴
磯
崎
斜
め
品
開
示
に
は
、
拙
結
対
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
0

0
子
供
、
病
弱
者
、
疲
れ
て
い

る
者
、
手
段
に
陶
磁
の
あ
る
議
、

出
問
機
ま
た
は
生
糊
鳴
門
悶
の
綴
入
、

そ
の
後
扱
統
カ
の
弱
い
と
恕
わ

れ
る
者
は
、
作
仲
常
滑
に
従
事
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

。
必
ず
渓
巾
ま
た
は
淵
輪
予
及
び

作
業
夜
、
役
滋
て
、
裸
な
ど
で
淡

路
一
し
て
作
業
し
な
い
よ
う
に
し
、

3
一
仲
間
際
マ
ス
ダ
(
寝
袋
な
ら
八
重

………

M
m
N
H
L
吾
妻
、
、
ゴ
ム
の
官
主

万
一
け
の
あ
る
も
の
、
夜
祭
の
は
つ

喜
…
き
ち
区
制
訓
mw
為
る
も
の
)
で
門
川

年
一
と
券
会
完
全
に
仲
間
宏
、
件
防
防
柑
滋
撞
メ

併
怜

uνw川は川…
dガM
ネ
を
か
山
け
り
る
ζ
と。

制問一

O
拙
郁
制
煎
使
用
品
w
機
合
法
、
ピ
ニ

一i
ん
ま
た
は
ゴ
ム
裂
の
や
袋
を

一
絞
め
、
ピ
ニ

I
Jが
ま
た
は
ゴ
ム

〉
一
畿
の
ズ
ポ

y
を
作
業
中
哉
の
上
に

"。削

あ
て
る
と
と
a

。
持
作
議
棋
の
ポ
ケ
ク
ト
に
は
必

ず
石
品
開
を
間
同
時
ぷ
ー
す
る
ζ
ξ
。

場fせ

広

瑚
開時月

6， 

6， 

6， 

6. 
6， 

舟子三
久
嗣
概
抑
悦
役

6， 

d冬、

= 

宇土

携

え勢

て 61蒋級官 E舗
あJiで合 T 民
~ 1 ナ lこ o1手
ま目。J: 金
、Fか!J KiE 
Oら、幾

4 もは
日よ{来
まり管
マの絞

i i i 
は iiJiえ

{盛お 50
人 主語 録
lζ けfll1
滋 1ζ{立
知なお
::i:っ預
いてり
たも数
~ 窓会 し

今
回
閥
、
原
水
爆
都
主
ぶ
為
市
協
議
会
に
よ
り
、

広
島
等
和
制
裁
念
総
花
博
所
蔵
さ
れ
て
い
た
原
爆
被

災
当
憾
の
焚
終
の
焚
お
し
を
受
け
、
議
附
町
に
お

い
て
も
そ
の
際
公
会
を
次
の
と
お
れ
ツ
間
開
催
す
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
き
ま
の
参
綬
を

、
お
待
ち
ゅ
し
し
し
げ
ま
す
。

広
島
市
慾
議
会
段
、
闘
間
一
一
軍
の
隊
約
受
次
の
よ

う
に
明
ら
か
に
し
て
お
担
ま
す
。

吋
岡
山
水
爆
雄
知
立
暗
闇
鮎
酬
の
一
園
内
と
し
て
、
諸
問
爆

資
料
m
w
開
問
一
期
を
行
い
、
そ
の
実
相
相
な
内
外
に
m泌

総
d
T
し
め
る
』

ζ

め
納
税
脇
田
に
あ
ち
ま
ナ
よ
う
に
問
問
機
被
災
の

務
災
に
も
と
づ
い
て
認
銭
安
絞
め
、
被
爆
者
の

病
床
の
中
か
ら
の
州
問
ぴ
『
問
問
眠
障
は
も
う
総
た
ち

だ
け
で
た
く
さ
ん
で
す
e

二
療
と
と
の
あ
や
ま

ち
な
繰
り
返
し
て
は
な
-
り
ま
せ
ん
o

b

こ
の
務
状
な
一
訴
え
、
数
酔
貯
の
平
和
、
と
人
類
氷

磁
の
繁
栄
と
率
緩
め
た
あ
、
と
の
縫
い
を
笑
現

し
た
，
い
と
考
え
ま
す
。

録
時
吋
六
月
三
・
問
問
・
甲
阜
の
三
位
以
間
関

午
前
九
時
間
か
ら
午
後
六
時
吋
家
で

緩
荻
我
幾
子
第
一
小
学
絞
簿
登

同
時
水
爆
時
間
的
止
我
孫
子
附
町
一
協
議
会
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自
民
に
燦
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

品

開

智

内

旅

門

口

第
一
一
際
第
一
一
一
刻

六
月
一
一
双
詞

六
月
一
一
一
品
目
付

大
丸
ニ
ニ
員

六
月
一
一
二
科

大
月
二

O
日

六
月
一
一
八
臼

六
月
一
一
ぉ

六
月
一
一
ニ
路

大
月
二
関
向
日

六
月
一
九
日
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"お位 1， 2， 3， 4区
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三五様 1 様子ゴホ

線設 !8，脅，1寺阪
11， 14~王装買J，高野úl

会 議製| 針草壁131こ潟出できなかった者

午前 91緑町'12~寺

午後 H寺~4í待

午前語録~12時

午後 1 時~4 持

午総事!待~12時

々ー後 11時~3総

午後 11待~31涛
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午後 1 時~4 時
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